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一般社団法人　沖縄県私立保育園連盟　第７１回定期総会について

〇令和 8 年度第 71 回定期総会が 5 ⽉ 26 ⽇〜 27 ⽇にかけてリザンシーパークホテルにて開催されました。
今年度も総会の前に⾏政説明があり、〇研修Ⅰ『沖縄県の保育⾏政の取組』と題し、沖縄県⼦ども
未来部⼦育て⽀援課⻑、三和秀樹⽒により「沖縄県こども・若者計画（未来のおきなわっこプラン）」
について説明が⾏われました。この計画はこれまでの「沖縄県⼦どもの貧困対策計画」「⼦ども・⼦
育て⽀援事業⽀援計画（⻩⾦っ⼦プラン）」にこども施策に関する事項等（少⼦化対策、⼦ども・若
者育成⽀援）を加え、総合的にまとめ、「沖縄県こども・若者計画」が策定されたことや「こども基本法」
の理念を受け継ぎ反映させているとの説明がありました。
　続いて⼦育て⽀援課班⻑、⾦城⼣⼦⽒により12 ⽉から施⾏される「こども性暴⼒防⽌法」につ
いて説明が⾏われました。この「こども性暴⼒防⽌法」での対象はこどもたちが⼤⼈から勉強やスポー
ツなどを教えてもらう場所、保育などを受ける場所、そこで働く⼈たちであること、事業所において
性暴⼒防⽌の取組の義務（学校、認可保育所、認定こども園、児童福祉施設）や認定（認可外保育所、
放課後児童クラブ、学習塾、スポーツクラブ※認定は任意）が法律で定められていること、性暴⼒
とは何か等、詳しい説明がありました。また法改正 制度改正について、主査の⾦城新⽒より説明が
ありました。
　続いて総会では、上原東会⻑のご挨拶の後、定⾜数の確認があり、参加 90 名、委任状 81 名、
合計 171 名（正会員数 206）との報告がなされ過半数に達したことから総会は成⽴しました。
　総会は総会次第に沿って議事進⾏し、第 1 議案から第
5 議案まで説明、報告のあと第 6 号議案の定款の⼀部変
更について説明がなされたあと、議決権の⾏使が⾏われ
多くの拍⼿によって承認されました。第７号議案では⼤城
朝作理事・監事選考委員⻑より次期理事・監事候補者の
推薦について説明が⾏われました。総会出席者の⼤半の

拍⼿によって新理事・監事についての承認が⾏われました。その後、新理事・
監事による理事会が開催され、令和 8 年、9 年度の新会⻑に選任された
⽥仲雄⼆会⻑より新役員の紹介が⾏われました。

〇総会 2 ⽇⽬は、研修Ⅱとして⽊附千晶⽒（⼦どもの権利条約（CRC）⽇本代表 / ケフィック池袋カウンセリングルー
ム代表）をお招きし『保育に活かす⼦どもの権利条約〜アタッチメント理論の視点から〜』と題し講演をしていた
だきました。講演では、⼦どもの権利条約の歴史や国連「⼦どもの権利委員会」の懸念と勧告について⽇本の⼦ど

もたちの現状についてのお話がありました。また「アタッチメント理論」の視点からこどもの権
利を考えるための多くのポイントを⽰してくださいました。
　今回の⽊附先⽣の講演を通して、⼦どもの権利条約は、⼦どもを保護の対象としてだけでは
なく、⼀⼈の⼈間として尊重される権利の主体として捉えるものであること、特に、⼦どもの
意⾒表明権や、安⼼して育つ権利、⼦どもの最善の利益が⼤切にされるべきであることを改め

て確認しました。保育の現場では、⼦どもが⾃分の思いや願いを安⼼して表すことができ、それを⼤⼈が丁寧に
受け⽌める関係づくりが重要であると感じました。　また、アタッチメント理論の視点から、⼦どもの成⻑発達には

「愛されること」や「安⼼できる⼤⼈との関係」が⽋かせないことが⽰されました。⼦どもにとって保育者は、家庭
以外で出会う⼤切な⼤⼈であり、安⼼基地となる存在です。⼦どもが不安や葛藤を抱えたときに、否定したり急いで

三和秀樹 ⽒

⾦城⼣⼦ ⽒

⾦城新 ⽒

⽥仲雄⼆ 新会⻑

⽊附千晶 ⽒
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正そうとしたりするのではなく、まず気持ちを受け⽌め、安⼼できる
関係の中で⾃⼰肯定感や他者への信頼感を育てていくことが必要だと
学びました。
　近年の⼦どもたちは、⾃⼰肯定感の低さ、不登校、⾃殺、虐待、孤⽴など、
さまざまな困難の中に置かれています。その背景には、⼦どもの声が⼗分
に聴かれていないことや、安⼼して⽢えたり助けを求めたりできる関係の
不⾜があると考えられます。だからこそ、⽇々の保育の中で「何を教えるか」
だけでなく、「どのような関係の中で⼦どもと関わるか」を⼤切にしていか

なければと強く感じました。
　当⽇の講演会は、⽊附先⽣のお⼈柄もあり、終始穏やかで温かく、楽しい雰囲気の中で進められました。
　参加者とのディスカッションもあり、参加者が積極的に挙⼿をしながら先⽣とのやり取りを楽しむ姿が印象的でした。
講義を⼀⽅的に聴くだけでなく、参加者⾃⾝が考え、感じたことを共有できる時間となり、⼦どもの権利を⾃分事と
して捉える機会になりました。
　今回の研修を通して、⼦どもの権利を守ることは特別な場⾯だ
けでなく、毎⽇の保育の中で実践されるものであると学びました。
⼦どもの⼩さな声や表情、⾏動の背景にある思いを丁寧に受け⽌
め、安⼼して⾃分を表現できる環境を整えていくことの⼤切さを改
めて感じました。未来あるこどもたちのために、保育者⼀⼈ひとり
が⼦どもの権利を意識しながらよりよい保育を実践し、⼦どもの最
善の利益を守るためにこれからも丁寧な保育を⼼がけていきたい
と感じました。（広報部）

令和８年度合同部会・研修
　令和８年６⽉１５⽇（⽉）沖縄県総合福祉センターゆいホールにて令和８年度の合同部
会が約１０年ぶりに開催されました。合同部会の前には丸⼭純⽒（全国私⽴保育連盟常
務理事・こども性暴⼒防⽌法施⾏準備検討会の構成員）をお招きし、情勢報告『こども
性暴⼒防⽌法と保育現場を『つなぐ』ために必要な準備』と題してご講演をしていただ
きました。令和８年１２⽉からスタートする⼦ども性暴⼒防⽌法についてこれから事業者と
して準備すべきことや⽇頃から講ずべき措置について、懸念事項を解消するための⾒直
すポイントなどのお話がありました。この法律では特別なことを新しく⾏うというよりもこ

れまで以上に⼦どもの⼈権を安全に
守る意識を⾼めることが⽬的である
こと、そして職員⼀⼈ひとりが⼦どもの⼈権を理解し⽇常の保育
の中で実践していくことが⼤切であるということを再認識すること
ができました。研修後は各部に分かれ、和気あいあいとした中で
⾃⼰紹介や部員同⼠の交流を深めながらこれからの部活動につい
て語り合い、結束を⾼める良い機会となりました。（広報部）

丸⼭純 ⽒
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☆会⻑挨拶
⼀般社団法⼈ 沖縄県私⽴保育園連盟　会⻑　⽥仲雄⼆（小川保育園）

　このたび先の総会にて、（⼀社）沖縄県私⽴保育園連盟の会⻑に就任いたしました。沖縄の保育発展に全⼒
を尽くす所存です。現在、国のこども政策は転換期を迎え現場の社会的使命は増しています。
　私たちは「こどもの最善の利益」を第⼀に、⼀⼈ひとりを尊重する「こどもまんなか社会」を体現する最前線
にいます。今後は、①法改正に即した質の向上と処遇改善、②会員園の連携強化による組織づくり、③地域へ
の発信⼒強化、の３つの柱に注⼒いたします。⼦どもは地域の宝であり沖縄の未来そのものです。専⾨職の誇り
を胸に、健やかな育ちを保障する環境を共につくっていきましょう。今後とも変わらぬご指導とご協⼒を賜りますよう、
⼼よりお願い申し上げます。

☆副会⻑挨拶
副会⻑　ウィンフィールドひろみ（グッピー保育園）

「えらい⼈達が仲良くしたらいいんだよ」
　昨今は、世界情勢が怪しい。２１世紀は、平和を⽬指していたはずなのに逆⾏していることが⼼を乱す。⼦ども
達に何を伝えたらいいのか。
　ある園⻑先⽣が、「戦争があって⼤変だけど、どうすればいいの ?」って⼦ども達に聞いたら「えらい⼈たちが
仲良くしたらいいんだよ」と⾔っていたそうだ。保育は、⼤⼈が平和を構築するために懸命にいろんなことに取り
組んでいる後ろ姿を⾒せるということが⼤事だと⼦ども達の声からわかる。沖縄県私⽴保育園連盟会員全員で、
⼦ども達の平和な未来の為に共に成⻑していけるようにしていきましょう。

☆副会⻑挨拶
副会⻑　髙江洲寛（さかえ保育園）

　『このたび、令和⼋年度沖縄県私⽴保育園連盟の副会⻑をお引き受けすることになりました。⾝に余る⼤役に少し
⼾惑いもありますが、⼦どもの最善の利益をいつも真ん中に置きながら、皆さまと⼀緒に歩んでいければと思っており
ます。まだまだ学ぶことばかりの私ですが、現場の声にしっかり⽿を傾け、保育の質をより良くしていくために⼒を尽く
してまいります。どうか温かくお⼒添えいただけましたら幸いです。今後ともよろしくお願い申し上げます。』

☆副会⻑挨拶
副会⻑　⼤城朝作（船越認定こども園）

　南城市にあります⾺天福祉会船越認定こども園園⻑の⼤城です。令和８年度より副会⻑に就任させて頂きました。
前年度は南部ブロック⻑を務め、たくさんの会員園さんに⽀えてもらいながら２年間過ごすことができました。⼼より
感謝申し上げます。
　まだまだ⼒不⾜ではありますが、たくさんの会員園さんや園⻑先⽣からアドバイスを頂きながら、チャレンジして参
りたいと思います。是⾮、これからも会員⼀⼈⼀⼈の⼒で沖私保連を盛り上げていきましょう!

○会⻑・副会⻑挨拶
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☆総務部
総務部部⻑　伊佐 善智（仲⻄こども園）

　この度、沖縄県私⽴保育園連盟総務部⻑を拝命いたしました。これまで私保連活動を通して、多くの先輩⽅や
仲間に⽀えられ、励まされながら学びを深めてまいりました。その感謝の気持ちを忘れず、今度は会員の皆様を⽀え、
安⼼して活動できる環境づくりに努めていきたいと考えております。
　少⼦化や保育ニーズの多様化など、保育を取り巻く環境が⼤きく変化する中だからこそ、会員同⼠のつながりや
⽀え合いを⼤切にしながら、総務部として縁の下から連盟活動を⽀えてまいります。今後ともご指導、ご協⼒をよろ
しくお願いいたします。

☆広報部
広報部⻑　嘉陽理⼦（たんぽぽ保育園）

　２０１６年 5 ⽉に広報部⻑に就任し、今期で 10 年⽬を迎えることとなりました。まだまだ未熟で⾄らない⾯も多く
ありますが、今⽇まで続けてこられたのは、多くの先輩⽅をはじめ、会員の皆様からの温かい励ましやアドバイスが
あったからだと深く感謝しています。
　広報部では、主に広報誌 「私保連だより」の発⾏を⾏っています。「私保連だより」は、会員相互の共通理
解を深める⼤切な媒体であり、その時々の情勢を的確に捉え、沖私保連としての思いや取り組みを発信していく
重要な役割を担っています。これからも、⼦どもたちの幸せのため、そして⼦育て⽀援のさらなる充実のため、
保育を取り巻くあらゆる課題解決のため、広報部として⼒を尽くしていきたいと思います。
　今年度も、⼦どもたちへの深い愛情や保育に対する情熱、そして現場で⽇々尽⼒されている皆様の思いを丁寧
にお伝えできるよう、部員⼀同、⼼を⼀つにして取り組んでいきます。今期も引き続き、ご理解とご協⼒のほど
よろしくお願いいたします。

☆予対部
予対部⻑　當間好⾒（パンダ保育園）

　保育の仕事は⾯⽩くて、奥深くて、園では今⽇も⼦どもと保育者との真剣勝負が繰り広げられています。保育の場が、
安⼼を基に創造性を発揮できる場であり続けるように。「今⽇も楽しかったね」と⼦どもたちと笑い合える場であり
続けるように。⼈⽣の⼟台を育む制度づくりを⽬指して、部員の皆様と知恵を出し合い動いていきたいと思います。
　新⾃由主義、市場化、直接契約等難局は続いています。諸先輩⽅がたくさんのエネルギーと時間をかけ少し
ずつ改善されてきた保育制度を少しでもいい形で未来に繋げられるよう⼒を尽くしたいと思います。

☆事業部
事業部⻑　神⾥学（清ら⾵保育園）

　このたび、沖縄県私⽴保育園連盟の事業部⻑に就任いたしました。⼋重瀬町にあります清ら⾵保育園の神⾥ 
学と申します。
　私事ではございますが平成２５年度に園⻑職を務めて以来、今回初めて役員職に就任する運びとなり⽇に⽇に
責任の重⼤さに⾝の引き締まる思いです。
　⽇本の少⼦化が加速していく中、保育施設に求められる役割や体制が⽬まぐるしく変化しております。事業部
の活動を通して微⼒ながら保育の在り⽅を伝えていけるよう誠⼼誠意尽⼒してまいりますので、どうぞよろしくお願
い致します。
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☆研修部
研修部⻑　當間美千代（わらべ保育園）

『研修部⼀筋 24 年』
　研修部⻑として２期⽬を務めさせていただきます。
　保育を学び続ける事は、⾃分⾃⾝の成⻑につながるだけでなく、職員や園の成⻑を⽀え、⼦どもたちの最善の
利益を守り、家族や地域社会のウェルビーイングの向上につながる⼤きな⼒になると信じています。
　会員の皆様と共に「楽しく学ぶ」をモットーに、⼦どもを語り、未来を語り合いながら、充実感あふれる研修会
を企画・運営してまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

☆調査・情報部
調査・情報部⻑　本⽥慧（愛和保育園）

　沖私保連の皆様こんにちは。
　この度、調査・情報部の部⻑を拝命いたしました愛和保育園の本⽥慧と申します。調査・情報部は今年度より
新たに⽴ち上がった部で、部の活動としては「各種の調査実施」、「調査結果の園での活⽤可能な⽅法での資料化」、

「私保連の各種情報の集約による会員の利便性向上」などを中⽴的⽴場で⾏っていくこととなっています。
　調査・情報部では、保育園を取り巻く状況が⽬まぐるしく変化するこれからの時代において、園運営の⼀助となる
ような活動ができれば幸いです。

☆北部ブロック
北部ブロック⻑　豊⾥浩⼦（銀のすず保育園）

　このたび、北部ブロック⻑を務めさせていただくこととなりました、名護市真喜屋より銀のすず保育園の豊⾥です。
　⼦どもたちの健やかな成⻑を⽀えるため、保育園・保護者の皆さま・利⽤関係者・地域の皆さま・関係機関等と
のつながりを⼤切にし、活動が気持ちよく円滑に進められるよう⼼がけていきたいと思います。
　初めての⼤役で不慣れな点も多々あるかと思いますが、皆さまから学ばせていただきながら丁寧に取組んでいきたい
と思いますので、ご指導・ご協⼒のほどよろしくお願いします。

☆中部北ブロック
中部北ブロック⻑　⽯川善⾏（なかよし保育園）

　令和 8 年度より沖私保連中部北ブロックのブロック⻑を務めることになりました。うるま市のなかよし保育園の
⽯川です。
　まだ右も左もわからない⾃分ですが精⼀杯私保連中部北ブロックを盛り上げていきたいと思っています。皆さん
のご⽀援、ご協⼒よろしくお願いします。
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☆中部南ブロック
中部南ブロック⻑　荒⽊美穂（しののめこども園）

　このたび、中部南ブロック⻑を務めさせていただくことになりました、しののめこども園の荒⽊美穂です。
保育を取り巻く環境が変化する中、⼀園だけで抱え込むのではなく、困った時には相談し合い、学び合い、⽀え合え
る仲間の存在がますます⼤切になっていると感じています。
中部南ブロックが、⼦どもたちの健やかな育ちと保育の質の向上のために、園同⼠がつながり、共に成⻑できる場と
なるよう努めてまいります。微⼒ではございますが、２年間どうぞよろしくお願いいたします。

☆那覇ブロック
那覇ブロック⻑　⽯川司（みどり保育園）

　今年度より那覇ブロック⻑を務めさせていただくことになりました、⾸⾥⽯嶺のみどり保育園の⽯川司です。
　前任のさくら保育園・⾹村園⻑からお話をいただいた時は、「私にできるだろうか」と正直不安な気持ちもあり
ました。しかし、4 年間にわたりブロック⻑として那覇ブロックを⽀えてこられた⾹村園⻑のご苦労や思いを考え、
お引き受けすることにしました。
　まだまだ⾄らない点も多いと思いますが、皆さまと⼒を合わせながら、那覇ブロックがよりつながりのある、楽し
いブロックになるよう頑張っていきたいと思っています。どうぞよろしくお願いします。

☆南部ブロック
南部ブロック⻑　⽷満健次郎（結い保育園）

　このたび、南部ブロック⻑を務めさせていただくこととなりました。⼋重瀬町にあります結い保育園の⽷満健次郎
と申します。
　⼦どもたちの健やかな成⻑のためには、まず私たち保育者が笑顔で働ける環境が⼤切だと感じています。「園⻑
が笑顔でいることで保育⼠が笑顔になり、保育⼠の笑顔が⼦どもたちの笑顔につながる」そんな温かな連鎖を南
部ブロック全体で広げていけるよう、皆様と⼒を合わせながら取り組んでまいります。精⼀杯努めてまいりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

☆先島ブロック
先島ブロック⻑　⼭盛元（やしの実保育園）

　こんにちは。宮古島市と⽯垣市からなる先島ブロックの理事を務めさせていただきます、やしの実保育園の⼭盛と
申します。
　宮古島市は 15 園の加⼊、⽯垣市は１１園からなる先島ブロックですが、両市とも⼈⼝が約５万⼈で、離島である
といった、似ている点がいくつかあります。
　２つの島２つの市にまたがって交流会、勉強会を通して共に学び、情報交換を⾏っていきたいと思います。今年度は、
⽯垣に宮古島の先⽣をお招きする予定です。２年間、どうぞよろしくお願いします。
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　宜野湾市⽴普天間第⼆幼稚園から、公私連携幼保連携型こども園として、令和 8 年 4 ⽉ 1 ⽇に開園
しました。普天間第⼆⼩学校の敷地内にあり、学校職員や地域の⽅が声をかけてくれたり、また卒園
児たちが「○○先⽣いる ? ♡」と会いにきてくれたり、アットホームな雰囲気です。広い園庭にはたく
さんの樹⽊があり、現在ゴールデンシャワーが満開 ! ⾃然や⼈に恵まれ、温かで豊かな環境の中すご
しています。
　「ととのこ（杜々の⼦）」は、光を受けて森が芽吹くように、⼦どもたちが安⼼の中で⾃分らしく、
健やかに育っていくようにと願いを込めました。「ととのこ普天間第⼆こども園」は杜のようにあたた
かく、⼀⼈ひとりが⾃分の花を咲かせていける場所でありたいと考えております。どうぞよろしくお願
いいたします。

ごあいさつ
　この度、私保連に新規加⼊いたしました⼋重瀬町のシーサー
保育園です。平成 19 年の開園以来、私たちは保育園を「⼦
どもたちが初めて社会と出会う場」として⼤切に守ってまいり
ました。
　⽇々の活動ではこの⼋重瀬の環境にこだわり、「⾃分の育つ
町が⼤好きだ」と感じられる「⽣きる⼒」の⼟台を育んでいます。また、毎⽇の献⽴は「命を守るもの」
であるという確固たる信念のもと、⾷の安全と健やかな体づくりに責任を持ちます。
　保育園と保護者が⼀緒に⼦どもを育て、組織全体が共に育ち合う視点を持ち続けてまいります。
私保連の皆様、今後ともご指導のほどよろしくお願いいたします。

社会福祉法人　しののめ福祉会

ととのこ普天間第２こども園
園長　奥平 千登勢
所在地：〒 901-2201 沖縄県宜野湾市

新城 2-8-19
設立日：2026 年４月１日

社会福祉法人　⽥園福祉会

シーサー保育園
園長　池間 栄治
所在地：〒 901-0411 沖縄県島尻郡

⼋重瀬町友寄 841-1
設立日：平成 19 年４⽉１⽇

新規加入園紹介
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園長交代  退任の園長先生ご苦労様でした。
～これまでの感謝と新たな歩み～

ブロック名 園　名 新園長 前園長
北　部 す だ つ ⽻ 地 保 育 園 嶺 井　 ふ み の 嶺 井　 政 史
北　部 か ん な 保 育 園 奥 ⼭　 雅 幸 新 ⾥　 初 枝
中部北 こ ば と 保 育 園 鈴 ⽥　 ち や ⼦ 津嘉⼭　由美⼦

中部南 愛 和 保 育 園 本 ⽥ 　 慧 上 間　 浩 也

中部南 さ ざ な み 保 育 園 ⽥ 尻　 千 ⿇ 宮 城　 信 仁

那　覇 天 久 ひ ば り 保 育 園 濱 元　 ち え み 新 垣　 直 ⼦

南　部 聖 マ ル コ 保 育 園 ⻄ 平　 妙 ⼦ 咸 　 允 淑

南　部 第 ２ ぐ し か み 保 育 園 仲 間 　 明 福 島 　 勇

南　部 港 川 保 育 園 ⻑ 嶺　 久 美 ⼦ ⽟ 城　 美 智 ⼦

南　部 あ ら し ろ こ ど も 園 奥 間　 レ ナ ⻑ 嶺　 久 美 ⼦

先　島 聖 ヤ コ ブ 保 育 園 岩 佐　 直 ⼈ ⼾ 塚　 鉄 也

先　島 オ リ ブ 保 育 園 平安名　⼩百合 ⼩ 林 　 明

先　島 ち い ろ ば 保 育 園 ⼩ 林 　 明 ⼩ 倉　 隆 ⼀

先　島 エ ン ゼ ル 保 育 園 咸 　 允 淑 上 原　 成 和

沖 縄 女 子 短 期 大 学との 連 絡 会
　2026 年 3 ⽉ 6 ⽇（⾦）沖縄⼥⼦短期⼤学と沖私保連・⽇保協との 2025 年度私保連・⽇保協 意⾒交換会を⾏い
ました。
　沖縄⼥⼦短期⼤学 会議室での開催となり、私保連からは上原東会⻑をはじめ、⽥仲雄⼆副会⻑、総務・広報・
研修部⻑の計 5 名、⽇保協からは幸⽥すがよ⽀部⻑、副⽀部⻑・事務局⻑ 兼 総務部長の計 5 名、沖縄⼥⼦短期
⼤学からは渡久地啓教学部⻑をはじめ、前⾥めぐみ教学課⻑、新垣さき学科⻑、津波古吟枝教学課主任、平⽥美紀教授、
廣瀬真喜⼦教授、⼜吉斎教授、⾚嶺絵吏⼦講師、⽻地知⾹講師、照屋真紀講師が参加されました。
　連絡会の主な内容として・・① 2024 年度卒業⽣就職状況等について ② 2024 年度卒業⽣の成⻑実感や満⾜度を
測るアンケート（集計） ③ 2025 年度本学の就職⽀援ついて ④意⾒交換 ・現場に求められる⼈材像・新⼈職員に求
められること・卒業⽣に関する事・その他となっており、沖縄⼥⼦短側からのお話しとして

① 2024 年度卒業⽣就職状況等について
　卒業⽣数 2024 年度初等教育コース 25 名、⼼理教育・福祉教育コース 151 名。卒業⽣の内、保育⼠資格取得
者数 151 名、沖縄県内 114 名、沖縄県外 6 名とほとんどが県内で就職している状況となっている。

② 2024 年度卒業⽣の成⻑実感や満⾜度を測るアンケート（集計）
　就職した学⽣の内 49％が認可保育園、29％が認定こども園で採⽤されており、就職者の約 9 割が保育園・認定こ
ども園で保育⼠・保育教諭として採⽤されている。進路決定は複数の施設⾒学を⾏い就職先を決定している学⽣が過
半数である。親族・知⼈の紹介や出⾝園、実習先等であること、職場の⼈間関係・やりたい保育ができる環境、保育
理念や仕事内容、給与や勤務条件などを最も重視しているなど資料を⽤いて丁寧な説明がありました。

③ 2025 年度本学の就職⽀援について
1 求⼈票公開について

・学内合同説明会の開催・保育施設⾒学の推奨・就職セミナーおよびキャリア⽀援講座・就職相談や情報提供の充
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の風景の風景夏夏

実学内求⼈票やイベント類を PC やスマホで学⽣がいつでも閲覧できるようにしている
2 学内説明会

・1 階エントランスホールのブースで就職説明会（2025.10 ⽉〜 2025.12 ⽉）
お昼休み時間を利⽤し、1 ⽇ 2 法⼈開催 47 法⼈参加

3 学外合同説明会
⑴ 沖縄県保育所・保育⼠総合⽀援センター主催
・合同説明会 10/4、10/11、11/8 延べ 80 名参加
・離島⾒学ツアー 伊江島（1 名参加）・久⽶島（1 名参加）・中城村（2 名参加）
⑵ その他各市町村の説明会へ参加

4 キャリアセミナー 開催
「保育の仕事と求⼈票の⾒⽅」、「園選びのコツ＆先輩の就活ストーリー」、「⾃信につながる履歴書の書き⽅」等

5 就職相談
・個別の就職相談⽀援及び求⼈情報の提供など

④ 意⾒交換
〇現場に求められる⼈材像

• ⼦どもが好きで、保育に対する意欲を持っていること
• 明るく前向きで、積極的に挑戦する姿勢
• 社会⼈としての基本（挨拶・時間厳守など）が⾝についていること
• ⼦どもや保護者、職員と良好な関係を築くコミュニケーション⼒
• 思いやりや優しさを持ち、相⼿の気持ちを考えられる姿勢

知識や技術は現場で⾝につくため、まずは⼈間性や姿勢が重要であるという意⾒が多く聞かれた。

〇新⼈職員に求められること
• 分からないことを素直に質問できること
• 周囲と協⼒しながらチームで保育に取り組む姿勢
• ⾃分の得意分野を活かしながら成⻑すること

　保育はチームで⾏う仕事であるため、周囲と協⼒する姿勢が重要であるとの意⾒が多く挙げられた。
　今回も限られた時間の中で活発に意⾒を交換する事ができた。養成校、私保連、⽇保協共に連携を図りながら学⽣
の皆さんを保育⼠として⼤切に育てていこうという思いを共有し連絡会を終えました。（総務部報告）
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○１歳児
近頃、チーゴーゴーという⾔葉がブーム？な１歳児クラス。
転んで⾎を出したお友達を⼿当していると、⼼配で⾒に来ますが・・・。
そのあと⾃分の⾜やら⼿やらあちこちの傷や⾍刺されを探し出し、チーゴーゴーとアピールし
ます。「ほんとだね、だいじょうぶ？」と⾔うと元気に遊びに出かけていきます。

○１歳児
⼦「せんせい、どこからきたの？」
保「うるま市だよ」
⼦「ん？おもらし？」

○１歳児
保「お⺟さんは？」
⼦「お仕事！」
保「お⽗さんは？」
⼦「２階！」
保護者に聞くとその通り！⼦どもたちとの会話から家の様⼦が伺えます ( ⌒∇⌒ )

○ 3 歳児
⼥の⼦数名で集まって何やら相談中・・・。その会話の途中で呼び出された時の出来事。
O さん「ねぇ、⼀緒にお化け屋敷⾏こうよ」
保「えぇっ、オバケは苦⼿だから⾏きたくないんだけど・・・」
O さん「えぇっ、ダメだよ〜。運転する⼈がいないから！！」と困った様⼦。
側にいた H さんが「じゃ、⾞で待っていていいよ」と⾒事な解決策を提案。
⼀枚上⼿の⼦どもたちに結局、断ることができませんでした ( 笑 )

○３歳児
先⽇、お昼寝後、蚊がとまっていたのを⾒つけた保育⼠が「⾜にガジャンがとまってる〜」と
パチン！と叩く仕草を⾒せて⼦どもたちが気づくかなと⾒てると・・・「ジャガン？」とハテナ
いっぱいでぽか〜ん。「ちがうよ〜蚊のことだよ」と⾔うと、「あぁ〜蚊！ジャガン！」

の風景の風景夏夏
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「９０歳、凛として⽣きる」
⼩⼭明⼦/著　出版社：毎⽇新聞出版　1,210円（税込）

　⼈⽣⼈⽣という舞台はまだ終わらない。90 歳は新たな物語の始まり。17年に
わたる夫・⼤島渚監督の介護と看取り。その後、乳がん、⼤動脈弁狭窄症、脊柱
管狭窄症、肺がん、コロナうつを発症。数々の困難を乗り越えてきた⼥優が語る。（中
略）「こういう体になっちゃったんだから、これからどう⽣きるかが⼤事」ライフス
タイル、健康、お⾦、働き⽅、家族・⼈付き合い、介護、⽼いとの向き合い⽅、終
活まで。⼈⽣100 年時代をしなやかに⽣き抜く知恵とユーモアに満ちた、胸に響く
⼀冊。（毎⽇新聞出版社 HPより）

「お⾦の不安という幻想」
⽥内学/著　出版社：朝⽇新聞出版　1,650円

「乳と捨て⼦の〈近代〉：産み育てる現場から」
沢⼭美果⼦/著　出版社：吉川弘⽂館　1,980円（税込）

　「お⾦さえあれば不安は消える」─そんな幻想に、私たちはいつからとらわ
れてしまったのか。⼈⼝減少、物価⾼、⽼後資⾦……先の⾒えない時代で必要
なのは、不安の正体を⾒きわめ、社会と向き合う視点だ。ともに⽣き延びるた
めの⽣存戦略を描こう。（朝⽇新聞社出版HPより）

　養育できない⼦どもを捨て他者にゆだねた〈近世〉から、⺟性愛が強調さ
れる〈近代〉へ。その過程で、乳⺟に頼らず実⺟の⺟乳哺育をよしとする⾵
潮が⽣まれていく。他⽅、⼦を捨てる親は「⻤」と呼ばれた。育児相談、⺟
親の育児⽇記、乳児⽤ミルクの広告、捨て⼦に添えられた⼿紙などの史料を
切り⼝に、⼦どものいのちをつなぐ営みの変化を探る。（吉川弘⽂館 HPより）

「お悩み相談　そんなこともアラーナ」
ヨシタケシンスケ/著　出版社：⽩泉社　1,760円（税込）

「⽿をすまして⽬をこらす」
宮⾥暁美/著　出版社：⾚ちゃんとママ社　1,210円（税込）

　すべてのお悩みに⾔えることですが、「うまくいくはずだ」という前提をまず疑い
ましょう。元気のない歴 50 年の著者が「元気のない⼈の考え⽅」で数々のお悩み
に答えます。美しい逃げ⽅、楽しいあきらめ⽅を、かわいいイラストと優しい語り⼝
で提案。「まあ、そんなこともアラーナ！」という受け⼊れ⽅をめざしましょう！
（⽩泉社 HPより）

　素朴なしぐさやまなざし、声、ペース・・・すべてを「言葉」と受け止め、全身
をアンテナにして子どもたちと向き合う宮里暁美先生。さまざまなエピソードから、
肩の力を抜いた子育てのヒントが見つかります。
　大豆生田啓友先生（玉川大学）推薦！（赤ちゃんとママ社 HPより）

本本
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原稿募集中！！原稿募集中！！
広報部では私保連だよりに掲載する原稿を随時募集しています。
〇保育士の声　〇我が園の逸品　〇子どものつぶやき　〇季節毎の子ども達の素敵な写真　〇おすすめ本・絵本　など
私保連事務局へメールでお送りください。【 hoiku@okishihoren.jp 】多くの保育園からの寄稿お待ちしています！

　２⽇（⽉）九私保連代表事務局会議
　　　　　 （〜３⽇迄）
　５⽇（⽊）中部南園⻑研修会
　６日（⾦）三役会
１０日（火）第12回理事会
１６日（⽉）全私保連研修部⻑会議
２４日（火）保協⑤　事業部会三役会
２６日（⽊）会計指導

　８⽇（⾦）三役会
１２日（火）第２回決算理事会（リザン）
１９日（火）第68回全国保育研究⼤会（北九州）
　　　　　 （〜 22⽇迄）
２６日（火）第71回定期総会（リザン）
　　　　　 （〜 27⽇迄）
２９日（⾦）会計指導

　５⽇（⽊）三役会
　６日（⾦）沖⼥連絡会
１０日（火）第13回理事会
２６日（⽊）会計指導
２７日（⾦）広報部会

１０⽇（⾦）三役会
１４⽇（⽕）第５回理事会
１６⽇（⽊）九州三団体（宮崎⼤会）（17⽇迄）
１７⽇（⾦）会計指導
２３日（⽊）事業部会
２４日（⾦）広報部会

2026年

22月月

33月月

　６⽇（⽉）県就任挨拶来所
　９日（⽊）会計指導
１４日（火）第１回理事会
１５日（⽔）全国事務局⻑会議
　　　　　 （〜 16⽇迄）
２４日（⾦）監事監査
２８日（火）事業部会

44月月

55月月

　５⽇（⽊）三役会
　８⽇（⽉）センター消防訓練
　９⽇（⽕）第４回理事会
１０⽇（⽔）第１回全私保連予対会議（11⽇迄）
１５⽇（⽉）合同部会・基調講演
１７⽇（⽔）第68回全私保連・九私保連代表者会議
１８⽇（⽊）第64回全私保連総会
２６⽇（⾦）広報部会
２７⽇（⼟）研究実践研修
３０⽇（⽕）保育協議会①

66月月

77月月



令和８年７月２４日

私保連だより　第159号14

編集後記

〇先⽇、美輪明宏さんのご逝去に接し、改めて
「愛」という⾔葉の⼤切さを感じています。美輪
さんが語る「愛があれば戦争なんか起こりません」
という⾔葉に深く共感した⼈も多くいたのではな
いでしょうか。
　⼈が⼈を思いやり、相⼿の⽴場に⼼を寄せ、
優しさをもって接することができたなら、争いや
分断は起こらないのではないでしょうか。
　平和は遠くにある理想ではなく、⽇々の暮らし
の中で⼀⼈ひとりが育てていくものなのだと思い
ます。
　保育の現場には、⼦どもたちの命と⼼を⼤切に
育む「愛」があふれています。
　私たち広報部も「平和」や「愛」を⼤切な軸と
してこれからも学びを深めていきながら、部員
同⼠の交流を通して保育の楽しさ、素晴らしさ
を語り合っていきたいと思っています。
　そして広報部として保育の現場にある思いや願
いを丁寧に伝え、⼦どもたちの明るく平和な未来

へつながる発信を、⼼を込めて続けていきたいと
思います。（理⼦）

〇今年度も広報部として私保連だよりに関わらせ
て頂きます。皆さんから情報を得ながら、今年も
楽しく出来ればと思っていますので、宜しくお願
いします。（あんちゃん）

〇時は⽮の如く新年度が始まってもう3 か⽉。
　新体制で始まったばかりです。これからも皆様
と共に会員に情報提供できる私保連だよりを作成
していきたいです。
　良いたよりになるよう皆様のご⽀援、ご協⼒
よろしくお願いします。（H・W）

私たちは「観光」と「交流」で地域社会に貢献します。

本社：那覇市松尾1-2-3

営業本部  販売部：那覇市金城1-12-17
☎（098）857-2222

https//hikosen.co.jp
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ひかりのくに株式会社 沖縄営業所
TEL.098-889-4339  FAX.098-889-1808
　　okinawa@hikarinokuni.co.jp

取扱：幼児の月刊絵本・教材・楽器・積木
　　　園児服・什器・備品・園庭遊具  他

保育園厨房機器・厨房用品全般
食器洗浄機・食器消毒保管庫等

(株)盛厨房設備
　リサイクル厨房館

〒901-2122 浦添市勢理客2-15-1
TEL：（098）878-3182  FAX：（098）874-2405

保育園・幼稚園向けICTサービス

あなたの「いいね！」を目指して

Okinawa Infomation System Co.,Ltd.

正規代理店
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